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アンケート調査の目的

東海豪雨災害から10年という節目を迎えるにあたり、時間の経過とともに、被
災経験やその教訓が人々の記憶からどの程度薄れてしまったのかという現状を
明らかにすることは、被災経験や教訓を活かし災害に備えるという観点におい
て重要な要素である。被災経験やその教訓が人々の記憶から薄れてしまうこと
を一般的には「風化」と言うが、被災経験や教訓は、単に記憶から薄れ忘却さ
れてしまっただけでなく、地域社会において人々の日常生活の習慣や行為、考
え方の基底として定着していくものも少なからず存在すると考えられる。

この現状を明らかにするため、地域において東海豪雨災害の経験や教訓がどの
程度語られ、また、実際に洪水災害に対してどのような備えや心構えを持って
いるのかを把握することが主な目的である。

また、東海豪雨災害発生以後、激甚災害特別措置法の適用により災害対策事業
が進められたなかで、被災当時高まった人々の防災意識が、この10年でどのよ
うに変化し、洪水災害に対してどのように考えているのかを把握するとともに、
平成20年に市内全世帯に配布した清須市洪水ハザードブック（気づきマップ、
逃げどきマップ）の閲覧・保管状況やそのハザードブックが洪水時の行動意向
にどのように影響しているか、その効果について把握することを目的とする。
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調査の視点

視点１：被災経験の風化過程の検証
人々の伝承の結果根付いた文化の把握

視点２：過去との比較
住民防災意識等の変化の把握

視点３：防災施策の実施効果検証
洪水ハザードブックを踏まえた、洪水災害時の住民避難

行動意向の把握
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「風化」とは…（広辞苑）

1. 徳によって教化すること。

2. 地表およびその近くの岩石が、空気・水な
どの物理的・化学的作用で次第にくずれさ
ること。

きょう か

出典：広辞苑第五版
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調査概要

調査対象地域
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R22

（ 破堤点）

清須市清洲

名古屋市西区

名古屋市中村区

あま市

新川の破堤による被害は生じなかっ
たものの、新川からの越流や内水に
より、町域の全体に多くの浸水被害が
発生した。また、防災行政無線システ
ムが整備されていた地域。

②新川地区

新川の破堤により町のほぼ
全域が床上浸水する甚大な
経済被害を被った地域。

①西枇杷島地区
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調査概要
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実 施 時 期 平成22年7月17日～8月6日

調 査 対 象 地 域 清須市新川地区および西枇杷島地区

調 査 票 配 布 数

①西枇杷島地区
7,070票（全世帯配布） 合計

8,937票②新川地区
1,867票（25%抽出配布）

配布／回収方法 訪問配布（ポスティング配布）／郵送回収

回 収 数 ／ 率 1,973票／22.1%（9月3日現在）

集 計 数 【速報版】1,847票（8月10日現在）
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調査項目
東海豪雨災害について

問１ 東海豪雨災害時の居住地 ／ 問２ 東海豪雨災害の経験有無 ／ 問３ 東海豪雨災害時の経験内容
問４ 東海豪雨災害についての話題の伝承（話題にした） ／ 問５ 東海豪雨災害についての話題の伝聞（聞いたor話題にのぼった）
問６ 洪水災害への具体的な備えや心構えの実施状況

今後の洪水災害対策のあり方に関する考えについて
問７ 河川管理や洪水災害対策への意向

清須市洪水ハザードブックについて
問８ ハザードブックの閲覧状況 ／ 問９ ハザードブックの保管状況 ／ 問10 ハザードブックのコンテンツ評価

洪水時の危険性について
問11 各河川における堤防の決壊可能性認識 ／ 問12 各河川決壊時の想定浸水深認識

洪水時の避難について
問13 各河川決壊を想定した行動意向

個人・世帯属性
問14 現在の居住地 ／ 問15 年齢・性別・同居人数・郵便番号・現住所・居住歴・職業 ／ 問16 現住居の形態

地域とのつながり・かかわりについて
問17 隣近所との付き合いの程度 ／ 問18 隣近所における新たな属性との付き合いの意向 ／ 問19 町内会活動の程度
問20 趣味・サークル活動の程度

過去の水害経験について
問21 東海豪雨災害以外の水害経験の有無

東海豪雨災害や洪水災害について
東海豪雨災害や洪水災害に関する自由回答
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結果【速報版】

東海豪雨災害10年に関するアンケート調査
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東海豪雨災害の経験

アンケートの回答者の約9割は東海豪雨災害の被害にあったり、何らかの経験が

ある。

Ｑ．あなたは東海豪雨災害を経験しましたか？【問2】
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経験もしてないし、詳しくも知らない 2.2% 具体的な経験や被害はないが、
知ってはいる 8.2%

(N=1,845)

被害があったり、
何らかの経験がある

89.6%

度数
構成比

(%)

経験もしていないし、詳しくも知らない 40 2.2

具体的な経験や被害はないが、知ってはいる 152 8.2

被害があったり、何らかの経験がある 1.653 89.6

合計 1.845 100.0

東海豪雨災害について
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経験した

ことがある
36.0%

経験した

ことがない
64.0%

過去の洪水経験

アンケートの回答者の約4割は東海豪雨災害以外の大きな水害経験がある。

Ｑ．あなたは、東海豪雨災害以外に、大きな水害（伊勢湾台風による高潮災害など）を経験し
たことはありますか？【問21】

9

(N=1,754)

度数
構成比

(%)

経験したことがある 631 36.0

経験したことがない 1123 64.0

合計 1.754 100.0

東海豪雨災害について
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自宅や家財の被害や後片付けなどの経験がありその印象が強いことは無論のこと

あれほどの豪雨経験は初めてであり、極めて強い印象を残している。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%
あれほどの激しい豪雨の経験は当時は初めてだった

車などの家財の被害が深刻だった

気象警報や河川の増水状況などに関する情報が得にくかった

自宅の後片付けや生活の復旧が大変だった

自宅の浸水被害が深刻だった

家族や友人、近所の方、ボランティアなどからの協力が心強かった

避難勧告や避難場所に関する情報が得にくかった

避難所生活をするための情報が得にくかった

交通の混乱により職場等からの帰宅は困難を極めた（あるいはあきらめた）

浸水したなかで、避難場所まで避難すること大変だった

避難所での生活は大変だった

職場の浸水被害が深刻だった

避難を行うのが遅れたために、自宅からボート等で救助された

家族や友人、近所の方、ボランティアなどの間でのトラブルが大変だった
(N=1,653)

【2位】

最も印象に
残る事がら

東海豪雨災害の経験内容
Ｑ．あなた地震や世帯での東海豪雨のご経験についてお聞かせください？【問3】

あなたの東海豪雨災害のご経験として以下の事がらは、あてはまりますか【問3 –(1)】
(1)のなかで、最も印象に残っているものを1つ挙げてください【問3 –(2)】

【1位】

【3位】

【4位】

【5位】

【8位】

【10位】

【14位】

【6位】

【11位】

【9位】

【7位】

【12位】

【13位】

東海豪雨災害について
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10年の経過とともに、経験談や教訓などの東海豪雨災害の話題は全体的に減っ

ていく傾向にあるが、「経験談や苦労話」が話題として大きく減っているのに対して、
「災害教訓」は最近でもある程度話題になっていることが分かる。

東海豪雨災害
直後… 最近…
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※“話題になった事がら”とは、
“良く話したり話題にした事が
ら【問4】”と“良く聞いたり話題
にのぼった事がら【問5】”を合
わせた表現であり、 「経験
談・苦労話」は、具体的な15
項目を、「災害教訓」について
は、具体的な19項目を設定し、
それぞれ選択した平均の割
合を示している。

Ｑ．東海豪雨災害について「災害直後」あるいは「最近」 “話題になった事がら”は？【問4・問5】

話題になった経験談や災害教訓
東海豪雨災害について
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話題になった経験談・苦労話
東海豪雨災害について

【東海豪雨当時の様子】について

0% 20% 40% 60% 80%

洪水のはん濫や堤防の決壊について...

地域での浸水状況について...

災害後の後片付けや生活の復旧について...

車や家具・家電などの家財の被害状況について...

雨の降り方について...

電車や道路など交通のマヒや混乱について...

家族や友人のありがたみについて...

警報や避難勧告などの情報の収集・伝達について...

避難時の行動や避難生活の様子について...

災害時における行政や警察・消防などの対応について...

災害時のボランティアの活動について...

家族や友人との安否連絡などについて...

家族や友人の災害後の境遇（きょうぐう）について...

災害時におけるご近所の方との協力について...

ケガをした方などの被害状況について...

東海豪雨
災害直後
（N=3,610）

最近
（N=3,652）

問４と問５に共通する各事がらについて、選択率の平均値を算出した。
並び順については、東海豪雨災害直後の平均値を降順に整理した。
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Ｑ．東海豪雨災害について「災害直後」あるいは「最近」 “話題になった事がら”は？【問4・問5】
※“話題になった事がら”とは、“良く話したり話題にした事がら【問4】”と“良く聞いたり話題にのぼった事がら【問5】”を合わせた表現。
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0% 20% 40% 60% 80%
非常用の飲用水や食料などの非常持出品の用意について...

大雨の時に近くの河川の水位を気にかけることについて...

大雨の時に気象情報や警報・注意報を気にかけることについて...

大雨の時に車やバイクを高い場所に移動することについて...

通帳・印鑑等の貴重品をすぐに持ち出せるようにすることについて...

家族との連絡方法や連絡先を確認しておくことについて...

洪水時にどこへ避難すべきかを確認しておくことについて...

水害に対応した保険への加入について...

豪雨が続く場合に家の周辺の様子を確認することについて...

大切な家財を高い場所(家の２階など)に置いておくことについて..

自主的な避難のタイミングについて...

避難勧告が出た場合のいち早い避難について..

家族に合せた準備品(赤ちゃん用品、高齢者用の準備品など)の用意について...

町内会や地域などとの連携を密に持つことについて...

洪水の時に危険になりそうな場所を確認しておくことについて...

過去に洪水災害の被害があった場所を確認しておくことについて...

避難情報が出た場合の対応に関する近所の方との相談について..

盛り土などで家の土台を高くしておくことについて...

家庭の浸水対策としての土のうの用意について...

東海豪雨
災害直後
（N=3,610）

最近
（N=3,652）

【洪水災害への具体的な備えや心構え】について 問４と問５に共通する各事がらについて、選択率の平均値を算出した。
並び順については、東海豪雨災害直後の平均値を降順に整理した。
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話題になった災害教訓
東海豪雨災害について

Ｑ．東海豪雨災害について「災害直後」あるいは「最近」 “話題になった事がら”は？【問4・問5】
※“話題になった事がら”とは、“良く話したり話題にした事がら【問4】”と“良く聞いたり話題にのぼった事がら【問5】”を合わせた表現。
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Ｑ．洪水災害への具体的な備えや心構えに関する事がらについて、あなたやあなたの世帯で
の実施状況は？【問6】

①日常生活における知恵・ノウハウなど
に関する事がらの実施状況

②災害時の対応に関する心構え
に関する事がらの実施状況

③被害を軽減するための事前の備え
に関する事がらの実施状況
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※①～③の3分類の事がらについては、それぞれ具体的な
事がらを数項目設定し、その中から1つでも選択してい
る場合は、3分類それぞれの事がらを実施しているもの
として集計している。

※「東海豪雨災害をきっかけに、あるいはそれ以後から実
施している」は、「きっかけに実施」と「以後から実施」の
合計割合を示している。

(N=1,825)
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(N=1,829)
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者の全体の約3割から半数が「東海豪雨災害をきっかけに」、あるいは「それ

以後から」洪水災害への何らかの備えを実施、あるいは何らかの心構えを持って
いることが分かる。

洪水災害への具体的な備えや心構え
東海豪雨災害について
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Ｑ．洪水災害への具体的な備えや心構えに関する事がらについて、あなたやあなたの世帯で
の実施状況をお聞かせください【問6】

気象情報や河川水位、家周辺の様子確認など東海豪雨をきっかけに実施されている項目
に対し、非常持出品の用意等は実施していたがやめてしまった回答者が一定層存在する。
土のうの用意や盛り土など一般家庭の対策としてハードルが高く実施されていない。
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洪水災害への具体的な備えや心構え
東海豪雨災害について
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15.1

58.9

65.6

69.6

94.2

26.9

28.7

45.8

49.7

60.0

79.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東海豪雨以前から
実施している

東海豪雨をきっかけに
実施している

東海豪雨以後から
実施している

実施していたが、現在はしていない
※被害を軽減するための事前の備えに関する事がらには選択肢なし

実施したことがない

家庭の浸水対策として土のうを用意している

非常用の飲用水や食料などの非常持出品を用意している

通帳や印鑑等の貴重品は、すぐに持ち出せるようにしている

家族に合わせた準備品（赤ちゃん用品、高齢者用の準備品など）を用意している

水害に対応した保険へ加入している

町内会や地域などとの連携を密に持つようにしている

地域での水防訓練などに参加するようにしている

大雨の時は車やバイクを高い場所に移動するようにしている

大雨の時に気象情報や警報・注意報を気にかけるようにしている

大雨の時に近くの河川の水位を気かけている
日
常
生
活
に
お
け
る

知
恵
・
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

災
害
時
に
関

す
る
心
構
え

被
害
を
軽
減

す
る
た
め
の

事
前
の
備
え

豪雨が続く場合は、家の周辺の様子を確認するようにしている

避難勧告が出た場合は、いち早く避難するようにしている

避難情報が出た場合の対応は、近所の方に相談するようにしている

警報や注意報が出た場合は、自主的な避難をするようにしている

警報や注意報が出た場合、土のう積みをはじめるようにしている

家族との連絡方法や連絡先は確認してある

洪水時にどこへ避難すべきかを確認してある

過去に洪水災害の被害があった場所を確認してある

洪水の時に危険になりそうな場所をあらかじめ確認してある

大切な家財は高い場所（家の2階など）に置いてある

盛り土などで家の土台を高くしてある

(N=1,755)

(N=1,717)

(N=1,732)

(N=1,718)

(N=1,636)

(N=1,527)

(N=1,543)

(N=1,555)

(N=1,560)

(N=1,616)

(N=1,725)

(N=1,644)

(N=1,606)

(N=1,620)

(N=1,576)

(N=1,661)

(N=1,684)

(N=1,577)

(N=1,587)

(N=1,634)

(N=1,564)
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Ｑ．あなたは、河川管理や洪水災害対策について、どのようにお考えですか？【問7】

豪雨災害が発生する可能性については、「そう思う」や「どちらかといえばそう思う」

と肯定的に捉えている人が多いが、10年間でやや減少傾向にある。

東海豪雨災害のような水害は、近年中にまた発生する可能性がある【問7 –(1)】

堤防などの河川整備を進めても、その整備水準を越える豪雨によって被害が出ることは
あり得る【問7-(2)】

33.2

41.0

43.2

43.5

27.1

27.5

35.1

36.3

26.0

24.5

14.2

15.5

8.3

4.2

4.6

2.9

5.5

2.8

2.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【 今回調査 】

【H12年調査】

【今回調査 】

【H12年調査】

(N=1,847)

(N=2,579)

(N=1,847)

(N=2,554)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない
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10年間で…

豪雨災害の発生可能性認識
今後の洪水災害対策のあり方に関する考えについて

10年間で…

Disaster Social Engineering Laboratory, Gunma Univ.

公助としての早期の避難勧告発令や浸水に備えた公共施設の必要性は「そう思

う」と答えた人が10年間で大きく減少している。

災害時の避難勧告は、たとえ空振りに終わっても、早い段階で出すべき【問7 –(3)】

東海豪雨災害のような浸水被害に備えて、公共施設は２階以上の高い場所に設置す
べきだ【問7-(4)】

【 今回調査 】

【H12年調査】

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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75.8 14.6 7.7

55.7 26.1 13.9 1.7 2.6 (N=1,847)

(N=2,561)

10年間で…

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【 今回調査 】

【H12年調査】 63.5 21.5 12.8 1.6

44.0 35.8 16.3 2.8 1.2 (N=1,847)

(N=2,554)

10年間で…

Ｑ．あなたは、河川管理や洪水災害対策について、どのようにお考えですか？【問7】

洪水災害対策への意向（公助）
今後の洪水災害対策のあり方に関する考えについて

そう思う どちらかといえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない

Disaster Social Engineering Laboratory, Gunma Univ.

35.0

40.8

43.2

36.6

18.6

18.6

2.0

1.9

1.3

2.0

(N=1,847)

(N=2,544)

35.8 35.3 19.8 4.4 4.7 (N=1,847)

自助や公助意識については「そう思う」や「どちらかといえばそう思う」と肯定的に答

えた人が10年間で増加する傾向にある。

避難所へ避難する場合には、数日分の食料や飲料水を自分で準備・持参すべきだ
【問7 –(5)】

お年寄りやからだの不自由な人の避難は、行政だけの対応では無理があるため、地域
住民である自分達が中心となり実施すべきだ【問7-(6)】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【 今回調査 】

【H12年調査】

【今回調査 】

【H12年調査】

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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10年間で…

10年間で…

38.7 26.2 20.1 6.5 8.5 (N=2,545)

洪水災害対策への意向（自助・共助）
今後の洪水災害対策のあり方に関する考えについて

Ｑ．あなたは、河川管理や洪水災害対策について、どのようにお考えですか？【問7】

そう思う どちらかといえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない
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51.4 24.1 18.8 3.12.6 (N=2,547)

33.3 34.3 25.2 4.6 2.6 (N=1,847)

49.9 25.2 22.8 1.1 (N=2,543)

29.2 29.6 35.9 3.2 2.0 (N=1,847)

治水対策や河川整備などのハード対策への優先性については、「そう思う」と答え

た人が10年間で大きく減少している。

地域の安全、自然環境ともに重要だが、多少自然に負担をかけたとしても、治水対策を
優先し、被害の軽減を優先すべきだ【問7 –(7)】

公共投資は、生活利便性を向上させるような事業よりも、河川整備などの防災事業を
優先すべきだ【問7-(8)】

【 今回調査 】

【H12年調査】

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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10年間で…

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【 今回調査 】

【H12年調査】

10年間で…

洪水災害対策への意向（ハード対策）
今後の洪水災害対策のあり方に関する考えについて

Ｑ．あなたは、河川管理や洪水災害対策について、どのようにお考えですか？【問7】

そう思う どちらかといえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない
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27.4 15.7 44.5 4.8 7.5 (N=2,528)

12.9 11.9 57.5 11.36.3 (N=1,847)

豪雨発生時の河川管理として自分の地域が浸水被害にあってまでもポンプによる

雨水排水作業を停止すべきだと肯定的に捉えている人は、10年間で大きく減少し
「どちらともいえない」と回答する人の割合が増加している。

川から水があふれたり破堤する危険性がある場合には、たとえ自分の地域が浸水被害
にあったとしても、ポンプによる雨水の排水作業は停止すべきだ【問7 –(9)】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【 今回調査 】

【H12年調査】

そう思う どちらかといえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない
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10年間で…

豪雨発生時の河川管理について
今後の洪水災害対策のあり方に関する考えについて

Ｑ．あなたは、河川管理や洪水災害対策について、どのようにお考えですか？【問7】

Disaster Social Engineering Laboratory, Gunma Univ.

洪水ハザードブックの閲覧状況
清須市洪水ハザードブックについて

Ｑ．あなたは、清須市の洪水ハザードブックを見たことがありますか？【問8】

ある
84.7%

ない
15.3%

(N=1,830)

度数
構成比

(%)

ある 1,550 84.7

ない 280 15.3

合計 1.847 100.0

回答者の8割が清須市洪水ハザードブックを見たことがあると回答している。
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洪水ハザードブックの保管状況
清須市洪水ハザードブックについて

Ｑ．あなたのお宅では、現在も洪水ハザードマップを保管していますか？【問9】
※問8でハザードブックを見たことが「ある」との回答者のみを対象

度数
構成比

(%)

すぐにわかる場所に保管してある 841 55.1

どこかはわからないが家のどこかにある 545 35.7

おそらく紛失してしまった 123 8.1

もらっていない 17 1.1

合計 1,526 100.0

洪水ハザードブックを見たことがある人の約半数は「すぐにわかる場所に保管して
ある」と回答しており、「家のどこかにある」との回答者と合わせると90%以上の人が

保管している。

すぐにわかる場所
に保管してある

55.1%

どこかは
わからないが

家のどこかにある
35.7%

おそらく紛失
してしまった

15.3%

もらっていない1.1%

(N=1,526)
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19.4 

18.7 

18.8 

18.7 

23.6 

20.8 

45.5 

46.7 

43.7 

44.8 

48.8 

48.5 

18.1 

18.2 

19.9 

19.5 

14.3 

16.6 

7.6 

8.0 

7.9 

7.8 

5.6 

6.6 

9.4 

8.5 

9.9 

9.1 

7.6 

7.5 

洪水ハザードブックの評価
清須市洪水ハザードブックについて

Ｑ．清須市洪水ハザードブックの 【逃げどきマップ】 【気づきマップ】【浸水想定区域図】の３種
類の地図について、お答えください。【問10】 ※問8でハザードブックを見たことが「ある」との回答者のみを対象

(N=1,463)

(N=1,454)

(N=1,450)

わかりやすいと思いますか？

重要な情報を含むと思いますか？

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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(N=1,443)

(N=1,426)

(N=1,425)

わかりやすいと思いますか？

重要な情報を含むと思いますか？

わかりやすいと思いますか？

重要な情報を含むと思いますか？

逃げどきマップ

気づきマップ

浸水想定区域図

3種類の地図ともに、「わかりやすく」「重要な情報を含む」ものであると評価してい

る。

そう思う どちらかといえば
そう思う

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない そもそも
見ていない
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堤防の決壊可能性認識
洪水時の危険性ついて

Ｑ．今後、大規模な洪水が発生した場合、河川の堤防が切れる（決壊する）可能性は、どの程
度であると思いますか？【問11】

庄内川の堤防が切れる（決壊する）可能性

新川の堤防が切れる（決壊する）可能性

五条川の堤防が切れる（決壊する）可能性

(N=1,781)

(N=1,771)

(N=1,731)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.1 

28.6 

27.1 

25.0 

37.2 

33.3 

33.4 

24.4 

31.0 

20.1 

7.3 

6.4 

7.5 

高いと思う どちらかといえば
高いと思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
低いと思う

低いと思う
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庄内川については、決壊可能性が高いと考えている回答者と低いと考えている回
答者の差が少ないが、新川や五条川については、6割以上が決壊可能性が「高い

」もしくは「どちらかといえば高いと思う」と回答している。

Disaster Social Engineering Laboratory, Gunma Univ.

16.8

13.5 

44.9 

4.5 

6.3 

13.4 

10.2 

18.3 

19.1 

17.5 

40.7 

15.2 

29.7 

17.6 

5.7 

21.2 

3.5 

自宅の浸水程度認識
洪水時の危険性ついて

Ｑ．あなたの自宅では、庄内川や新川、五条川が決壊した場合に、どのくらい浸水する可能性
があると思いますか？【問12】

庄内川の堤防が決壊した場合の浸水深

新川の堤防が決壊した場合の浸水深

五条川の堤防が決壊した場合の浸水深

(N=1,738)

(N=1,738)

(N=1,681)

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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各河川ともに、洪水ハザードブックの浸水想定区域図に示されている浸水深以上

に深く浸水する可能性があると回答している回答者が一定層存在する。
また、新川については浸水想定区域図の各浸水深毎の浸水範囲の構成比に近く

なっている。

0.2-0.5m未満 0.5-1m未満 1-2m未満 2-5m未満 5m以上浸水しない
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20.7 

34.3 

12.9 

21.6 

16.1 

82.4 

57.7 

49.6 

洪水時の避難行動意向
洪水時の避難について

Ｑ．地域の河川の決壊を想定した場合における、あなたのご家庭での行動についてお答えくだ
さい。【問13】

(N=1,785)

(N=1,762)

(N=1,764)

自宅は浸水していない状況で、例えば避難勧告などの
情報も無い場合、あなたはどのように行動しますか？

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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庄内川のはん濫を
想定して

新川のはん濫を
想定して

五条川のはん濫を
想定して

庄内川のはん濫では、避難勧告が発令された時点で約半数が「避難する」と回答
しており「自宅に待機する」を上回っているが、新川や五条川のはん濫では「自宅
に待機する」方が「避難する」を上回っている。

自宅以外に避難する どちらともいえない・わからない 自宅に待機する

18.3 

49.7 

59.4 

16.4 

19.8 

13.3 

65.3 

30.5 

27.3 

13.2 

39.5 

49.9 

15.2 

20.3 

13.4 

71.6 

40.3 

36.8 

では、そのときに、避難勧告が発令された場合、
あなたはどのように行動しますか？

はん濫して自宅が浸水しはじめた場合、
あなたはどのように行動しますか？

自宅は浸水していない状況で、例えば避難勧告などの
情報も無い場合、あなたはどのように行動しますか？

では、そのときに、避難勧告が発令された場合、
あなたはどのように行動しますか？

はん濫して自宅が浸水しはじめた場合、
あなたはどのように行動しますか？

自宅は浸水していない状況で、例えば避難勧告などの
情報も無い場合、あなたはどのように行動しますか？

では、そのときに、避難勧告が発令された場合、
あなたはどのように行動しますか？

はん濫して自宅が浸水しはじめた場合、
あなたはどのように行動しますか？

(N=1,761)

(N=1,753)

(N=1,743)

(N=1,708)

(N=1,701)

(N=1,698)
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地域コミュニティ帰属意識
地域とのつながり・かかわりについて

Ｑ．地域とのつながり・かかわりについてお聞きします。【問17&問18＆問19＆問20】

あなたやあなたの家族は、日頃から隣近所の人と
親しくお付き合いしている方だと思いますか？

(N=1,818)

(N=1,814)

(N=1,811)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

27

隣近所の人との付き合いや町内会活動などに積極的に関わっているとの回答者

は半数以上存在しており、「新規転入者」や「若い世代」に対しても積極的に関わ
っていきたいという意向を持っている。

そう思う どちらかといえば
そう思う

どちらとも
いえない

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない

(N=1,811)

隣近所への「新規転入者」や「若い世代」の人とは、
積極的に関わっていきたいと思いますか？

あなたやあなたの家族は、町内会活動に
積極的に関わっている方だと思いますか？

あなたやあなたの家族は、趣味やサークル活動を
積極的に行っている方だと思いますか？
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18.5 


